
木ベース　　　　

ＮＷ機器スペースＭ　　　　

ＢＰ２３－２Ｔ

ＣＯＮ１ ＣＯＮ１

４２０
（基板寸法）
（取付穴寸法）

３
９
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板
寸
法
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４
３
５
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取
付
穴
寸
法
）

５０（有効深さ）

５０（有効深さ）

（機器取付基板からドア裏面まで）

（木ベースから機器取付基板まで）

Ｃ

Ｃ ２－Ｍ５

接地端子
Ｃ－Ｃ断面図

機器取付基板

Ａ

Ｂ

サーモ

機器取付基板取り外し状態

ＮＷ機器スペースＳ　ｘ２　　
（取付許容質量：計３．０ｋｇ以下）

（取付許容質量：３．０ｋｇ以下）

横：２８５ｍｍ
縦：１６５ｍｍ
板厚：１５ｍｍ

入出線位置

３
１
５

換気扇付丸型防水ルーバー

ＷＬＰ－１０Ｋ

６０
２００

５０２

２３ ５００
５２６

２０１
８
０

丸型防水ルーバー

ＷＬＰ－１０

（５３０）

７３

図面ホルダ

定格銘板

７３

５
０
０

５
２
１

１：１０

屋外用 ＯＰＫ２０－５５Ａ変形
ＡＡＳ樹脂 ｔ３．５
ＡＡＳ樹脂 ｔ３．５
鋼板 ｔ１．６
シリンダー錠（Ｎｏ．Ｎ２００）

ハンドル

基　板
ドア
ボデー
形　式
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図
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図準
基
Ａ
３塗

装
色

外面
内面

Ｉ　Ｐ 保護等級 ＩＰ４４

田中 田中

作成日　　　　　年　　　　　月　　　　　日

１
２

Ｎホワイトグレー色
Ｎホワイトグレー色

（Ｎ８．５）
（Ｎ８．５）

特記事項
保護板は、無しとします。（充電部は樹脂製カバー付）

ＢＰ２３－２Ｔ ４、ゴムシートＢＰ２３－Ｔ ４、＋マルモクネジ４．１－１３ＣＭ ８、
結束テープ（１ｍ） ２は製品に付属とします。
扉の開閉角度は約１００ です。

コンセントには計１１００Ｗまでの機器が接続可能です。

１ ２Ｗ　１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

ＲＳ１

・コネクタヘッダー２３１－６３４
　（ワゴジャパン製）
・プラグ２３１－３０４／０３７－０００
　（ワゴジャパン製）　　　　　　　　　

Ｒ１

換気扇
ＷＬＰ－１０Ｋ

１

Ｓ１

ＡＣ１００Ｖ

サーモ
可変式温度調節器
ＰＴＶ－Ｍ６１Ａ

Ｂ

（Ｗ２５形　２ＰＭＣＢ）

ＳＭＣＢ
２Ｐ　　５０ＡＦ／
　　　　１５ＡＴ　（１Ｅ）

抜け止めダブルコンセント
２Ｐ（Ｅ付）　１５Ａ
（パナソニック製
　ＷＫ３０６４）

ＣＯＮ１

ＴＢ
　２Ｐ　　１５Ａ
（ＴＢＥ－５２）

Ａ

ＮＷ機器
スペースＭ

盤内回路イメージ

電源線

ＮＷ機器
スペースＳ　　通信線

　（無線入力）

ＮＷ機器
スペースＳ

搭載可能寸法

Ｗ

１００ １４５ ５０Ｓ

Ｈ Ｄ

計６Ｗ １

搭載可能
熱量

２５０ ５０１３０Ｍ

ＮＷ機器
スペース

１　搭載可能熱量はキャビネット外温度３５ 、
　　　キャビネット内許容温度４５ での
　　　日射の影響を考慮した計算値（目安）です。

２

３

＊箇所は実装定格銘板に記入します。

定格銘板

Ｎ＊＊＊＊＊＊／＊＊－＊＊＊＊＊－＊＊
２０＊＊－＊＊

日東工業株式会社

定格電圧
定格電流

１ ２Ｗ
１００Ｖ
１２Ａ

電気方式

定格短時間耐電流 －

５０／６０Ｈｚ
製造番号／図番
定格周波数 製造年月

ＩｏＴアクセス盤
ＣＭＢ－ＷＮ－Ｓ２Ｍ１－ＯＰＫ

２０２５ 　５ 　７

分　電　盤

伊藤博

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
ＨＧＦＥＤＣＢＡ

１

２

３

４

５

６

制御機器ＰｏＥ
インジェクター

無線
モジュール

ブレーカ コンセント 換気扇

回路記号

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
ＨＧＦＥＤＣＢＡ

１

２

３

４

５

６



機器取付基板上への機器の固定方法

ナイラッチ

・付属の結束テープをご利用頂くことにより、機器を固定することができます。
　結束テープは、機器の大きさに合わせて必要な長さにカットしてください。
　機器支え板の上に機器を載せることで機器取付基板上の多段搭載が可能です。

機器支え板の移動手順

・機器取付基板を の方向に開けます。
・機器支え板のナイラッチを の矢印の方向に引き、
　機器支え板を取外します。

機器取付基板

機器支え板

・保護板ロックを 時計回しに回しロックを外します。

保護板ロック

結束テープ

機器取付基板

機器支え板

機器　　　　　　　　　　　　　　　　　

（取付許容質量：計３．０ｋｇ以下）

ご注意
・取付許容質量を超過しないでください。
・基板への機器取付は結束テープ又はマグネットで固定してください。
　また、固定の際、機器支え板等で機器の排熱・排気穴を塞がないようにしてください。

・機器のサイズに合わせて、等間隔に並んでいる左右の穴に
　ナイラッチを差し込むことで機器支え板の移動が可能です。
　ナイラッチを の方向へ、パチンと音がするまで　
　押し込んで機器支え板を固定してください。
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２
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ＩｏＴアクセス盤
ＣＭＢ－ＷＮ－Ｓ２Ｍ１－ＯＰＫ

２０２５ 　５ 　７

伊藤博

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
ＨＧＦＥＤＣＢＡ
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６

Ｃ ＮＩＴＴＯ　ＫＯＧＹＯ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
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